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不均一系

本質的な不均一 人工的な不均一

一分子計測
タンパク質の構造変化

ナノ結晶でラベルして観察

「一分子機能制御」へ

化学反応中の表面
吸着，拡散，凝集，反応，脱離…
キネティクスからダイナミクスへ

超高真空から実用条件へ

電気二重層キャパシタ
イオン伝動体による超強電界の実現

固液界面における分子の配列

有機半導体，酸化物半導体との組合わせ

スピントロニクスデバイス
高磁気抵抗比と低抵抗の両立

原子レベルの界面

スピン流のダイナミクス



技術的なチャレンジ1
nmレベルの空間分解能

スピントロニクスデバイス(nm - μm)
nmでのサイエンスとμmでのサイエンス

表面あるいはナノ粒子上の化学反応(nm - μm)
表面は常に変化する⇒一か所だけを見ていてはいけない

深さ方向の不均一性の観察 －原子・分子レベルの分解能－

電気二重層(固液界面におけるイオンの配列)
測定技術の開発，高度化 (深さ分解XAFS, X線反射率…)

ナノビームの利用: <10 nm
イメージングの利用(光電子顕微鏡: <10 nm，…)
SR-assisted ＡＦＭ，ＳＴＭ: 原子分解能



技術的なチャレンジ2
ps-msレベルの時間分解能

一分子のダイナミクス

タンパク質の構造変化のその場観察(μs – ms ⇒ <ps)

化学反応中の表面

吸着，拡散，凝集，反応，脱離…
幅広い時間スケール(ps -数100 ns - ms)
トリガーが重要(内部トリガーの利用?，空間分解能の利用)

スピントロニクス(<ns)
スピン流を観察することは可能か？



技術的なチャレンジ3
不可逆過程の時空間分解

一度のイベントをone shotで測定

⇒ 高速・連続データ取得可能な検出器

三次元的な不均一性の観察

より実際に近い雰囲気下での測定

タンパク質が実際に機能している状態

デバイスの動作状態

実触媒：高圧下での測定


